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委
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４
　
調
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担
当
者
　
野
田
芳
正

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
周
辺
の
耕
作
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
言
一ｉ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
金
岡
更
池
遺
跡
は
、
堺
市
の
北
東
域
に
拡
が
る
中
位
洪
積
台
地
上
に
位
置

し
、
標
高
は
Ｏ
Ｐ

（大
阪
湾
ポ
イ
ン
ト
。
大
阪
湾
満
潮
時
を
基
準
と
す
る
海
抜
）
十
二

Ｏ
ｍ
前
後
に
あ
り
、
そ
の
範
囲

は
東
西
約
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
。
南
北
約

一
〇
〇
ｍ
を
測
る
。
北
方

一
・

二
血
の
長
尾
街
道

（大
津
道
）
と

南
方
七
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
す
る
竹

内
街
道

（丹
比
道
）
に
狭
ま
れ
、

遺
跡
の
南
西
二

・
一
血
に
は
百

舌
鳥
古
墳
群
が
存
在
す
る
。
ま

た
周
辺
に
は
、
金
岡

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
造
成
ま
で
竹
内
街
道
を
基
準
と
し
た
条
里
地
割

（千
鳥
式
）
が
良
好
な
状
態

で
認
め
ら
れ
た
地
域
で
も
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
の
依
頼
で
実
施
さ
れ
た
試
掘
調
査

全

九
八
〇
年
六
月
）
の
結
果
に
基
づ
き
、　
堺
市
新
金
岡
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
と
し
て
は
、
井
戸

一
九
基

。
土
坑
二

一
基

・
溝
三
条

。
柱
穴

状
遺
構
な
ど
が
あ
る
。
井
戸
を
多
く
検
出
し
た
こ
と
が
当
地
点
の
特
徴
と
い
え

る
。
溝
は
、
幅
二
五
〇

伽
、
深
さ
約
五
五
ｃｍ
を
測
り
、
調
査
地
内
を
南
東
か
ら

北
西
方
向

へ
流
れ
る
。
水
路
に
よ
っ
て
不
定
形
に
画
さ
れ
た
区
域
に
は
、
多
く

の
井
戸
が
存
在
し
た
。
建
物
を
想
定
で
き
る
遺
構
は
検
出
で
き
て
い
な
い
。
井

戸
は
、
瓦
器
椀
の
年
代
観
か
ら
、　
三
二
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
前
半
と
、　
一

四
世
紀
後
半
の
二
時
期
に
分
け
ら
れ
、　
三
ハ
世
紀
第
四
四
半
期
以
降
に
そ
れ
ぞ

れ
廃
絶
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
七
は
、
上
回
径

一
〇
〇

伽
×
一
四
〇

ｃｍ
、
底

径

一
〇
六
伽
、
深
さ

一
八
〇

伽
を
測
る
円
形
掘
形
の
井
戸
で
あ
る
。
井
戸
枠
施

設
は
残
存
し
な
い
。
掘
形
は
垂
直
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
底
部
付
近
は
崩

れ
て
拡
が
っ
て
い
る
。
埋
土
上
層
で
は
遺
物
を
ほ
と
ん
ど
認
め
な
い
が
、
木
簡

は
、
中
層
の
灰
色
泥
土
内
か
ら
、　
一
四
世
紀
後
半
の
瓦
質
羽
釜
や
瓦
等
と
と
も

に
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
上
し
た
。

遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
二
一
〇
箱
を
数
え
る
。
瓦

・
瓦
器
椀
の
出
土

量
が
他
を
圧
倒
し
、
瓦
質

・
土
師
質
製
品
の
ほ
か
、
中
国
製
青
磁
椀
、
備
前
梧

(大阪東南部)



1990年出上の本簡

鉢

・
甕
、
常
滑
甕
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

瓦
類
で
は
、
法
量
の
大
き
な
も
の
が
多
く
出
上
し
た
こ
と
や
、

「東
福
寺
」

銘
の
軒
丸
瓦
や
文
字
瓦
を
出
上
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
瓦
質
製

品
の
な
か
に

「時
香
」
が

一
点
認
め
ら
れ
た
。
瓦
器
椀
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「井

戸
鎮
め
」
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

出
土
し
た
木
筒
の
形
態
は
、
下
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
長
方
形
の
材
の
上

端
が
圭
頭
状
を
塁
し
て
お
り
、
こ
の
特
徴
は
、
神
符
の
作
成
要
領
が
記
さ
れ
て

い
る

『
橘
家
祈
躊
加
持
伝
』
に

「但
ン
札
ノ
首
フ
剣
形

二
削
ル
ナ
リ
」
と
あ
る

規
定
に
よ
く
符
合
す
る
。
墨
書
は
両
面
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
記
載
文
は
両
面

と
も
完
結
し
て
お
り
、
欠
損
部
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
、
墨
書
は
両
面
と
も
比
較
的
明
瞭
に
遺
存
し
て
お
り
、
当
時
戸
外
に
お
い

て
長
期
間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
様
子
は
な
く
、
屋
内
に
お
い
て
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
材
に
は
棟
や
柱
に
釘
で
打
ち
つ
け
た

際
の
穿
孔
が
な
い
点
か
ら
み
て
、
そ
の
使
用
方
法
と
し
て
は
、
屋
内
の
し
か
る

べ
き
場
所
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
表
面
は
文
頭
に
梵
字
の
種
子

「ゴ
国
・Ｂ
」
を

冠
す
る
が
、
こ
の
種
子
は
阿
閥
如
来
、
馬
頭
観
音
、
金
剛
夜
叉
明
王
等
を
表
わ

す
際
に
用
い
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
梵
字
の
下
に
は
、
三

つ
の
符
篠
を
順
次
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
隅
と
中
央
に

「
口
」
字
を
配

し
そ
の
各
々
を
対
角
線
状
に
棒
線
で
結
ん
だ
も
の
、
「戸

（し
か
ば
ね
と

の
下

に

「鬼
」
字
を
配
し
た
も
の
、
「山
」
字
を
三
つ
並
列
横
書
し
た
下
に

「鬼
」
字

を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
呪
句

「急
猿
如
律
令
」
が
続
き
、
下
端
の
左

「
ふ

（符
篠
）
急

々
如
律
令
軌
（
軟
吟
冷

「
　
一
切
日
皆
善

一
切
宿
皆
善
諸
佛
皆
威
徳

●く
羅
漢
皆
断
漏
以
此
誠
責
言
願
我
常
吉
祥

〔是
己

我
□
文
選
之

子
孫
也
軌｛秋吟
Ｙ．

（
く
じ
ｘ
誤
×
や
　
ｏ
も



右
に
は
、
道
教
の
九
官
八
十

一
神
、
八
卦
七
十
二
星
神
で
も
っ
て
陰
陽
順
逆

・

相
生
相
剋
の
理
を
表
わ
す

「九
＼
八
十

一
」
と

「
八
九
七
十
二
」
（天
地
逆
）
を

小
書
し
て
い
る
。

一
方
、
裏
面
は
文
頭
に
金
剛
界
大
日
如
来
を
表
わ
す
梵
字
の
種
子

「く
ω
・Ｂ
」

を
冠
し
、
次
い
で
左
右
二
行
に
分
け
て
、
室
町
時
代
頃
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

棟
札
の
常
用
句
と
し
て
使
用
さ
れ
る
五
言
六
句
調
の

「
一
切
日
皆
善
、　
一
切
宿

皆
善
、
諸
佛
皆
威
徳
、
羅
漢
皆
断
漏
、
以
此
誠
賃
言
、
願
我
常
吉
祥
」
が
続
く
。

た
だ
し
、
現
在
の
慣
行
で
は
、　
二
句
目
が

「
一
切
宿
皆
賢
」
、
六
句
目
が

「願

我
成
吉
祥
」

で
あ
る
が
、

「星
宿
日
月
皆
善
に
仏
の
徳
は
ま
す
ま
す
輝
き
、
羅

漢

（仏
弟
子
）
は
皆
戒
律
を
守

っ
て
正
し
い
生
活
を
し
、
言
の
如
く
に
全
て
正
し

く
行
な
わ
れ
、
私
は
常
に
吉
祥
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
徳
行
を
讃
え
る

大
意
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
、
や
は
り
左

右
二
行
に
分
け
て

「我
是
文
選
之
子
孫
也
」
と
記
す
が
、
「文
選
」
は

「文
宣
」

の
音
通
と
解
釈
さ
れ
る
。

「文
宣
」

は
唐
の
玄
宗
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た
孔
子
の

諭
号
で
あ
り
、
「忠
孝
の
道
を
説
く
祖
師
で
あ
る
孔
子
の
子
孫
と
し
て
徳
行
を

積
ん
で
い
る
の
で
守
護
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
最
後
に
左
行

の
文
末
の
左
右
に
は
表
面
同
様

「九
ゝ
八
十

ご

と

「
八
九
七
十
二
」
（天
地
逆
）

を
小
書
し
て
い
る
。

本
木
簡
は
近
年
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
例
が
増
加
し
て
い
る
所
謂

「呪
符
木

簡
」
で
あ
る
が
、
裏
面
に
記
載
の
あ
る

「我
是
文
選
之
子
孫
也
」
を
重
視
す
る

な
ら
ば
、

「文
宣
王
木
簡
」
と
呼
称
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。　
こ
れ
に
類

似
す
る
も
の
と
し
て
は
、

「蘇
民
将
来
之
子
孫

（宅
）
也
」
と
記
す
呪
符
木
簡
の

出
土
例
が
比
較
的
多
い
。
し
か
し
、
本
例
に
見
ら
れ
る

「文
選
之
子
孫
也
」
は
、

現
在
管
見
の
限
つ
で
は
初
め
て
の
出
土
例
で
あ
り
注
目
に
値
す
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
千
手
寺
住
職

（奈
良
大
学
講
師
）
木
下
密
運
氏
の

ご
教
導
の
下
に
、
嶋
谷
和
彦
が
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

堺
市
教
育
委
員
会

『
新
金
岡
更
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
―
―
ィ
パ
ロ
∞
・

防
火
水
槽
地
点
の
調
査
―
Ｉ
Ｌ

（『堺
市
文
化
財
調
査
概
要
報
告
』
二
〇
　
一
九
九
一

年
）同

『
新
金
岡
町
所
在
遺
跡
発
掘
調
査
抄
報

（中
世
墓
地
の
調
査
ご

（
一
九
七
八

年
）

１
を
７
　
野
田
芳
正

８

・
９
　
嶋
谷
和
彦




